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研究成果概要 

2023 年度は高性能なサファイア懸架装置の開発を目指して、鏡を懸架するサファイア

ファイバーの開発に関する検討を進めた。 

 KAGRA で使用するサファイアファイバーは直径 1.6mm の円柱状のロッドの両端に

20×20×10 のブロック(ネイルヘッド)が取り付けられた、350mm のファイバーとなっ

ている。現在のサファイアファイバーではロッドとネイルヘッドを接合するためにスミ

セラムと呼ばれるセラミック接着剤を使用しているが、それが原因でファイバーの機械

的散逸が大きくなり、熱雑音を増加させるという問題があることが分かっている。また、

スミセラムを用いることで熱伝導率が悪化することもわかっており、KAGRA のレーザ

ーパワーを 100W 程度まで増やした状態で鏡を 20K に保って KAGRA を運用するため

には、熱伝導率に優れたファイバーを開発することも重要となっている。 

 2023 年度は上記の問題を解決するための手法として拡散接合に

よるロッドとネイルヘッドの接合可能性を検討した。具体的には 5

×5×20 のサファイアブロックを拡散接合で接合したサンプルの製

作を行った(図 1)。今後は作成したサンプルの強度試験を行い、拡散

接合の強度が KAGRAでの要求値を満たしているかの確認を行う。 

 また、接合手法の開発と共に接合を伴わないサファイアロッドの

製作の検討も進めており、研削および EFG 法による結晶成長の二

つの方法でモノリシックなファイバーの制作が可能であることを

企業との打ち合わせで確認することができた。 
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